
環境試験業界
向け
自治体の下水・工業廃水分析用
オンライン分析計
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廃 水 中には私 達
が望まない成分が
存在しています

・・・  

プラグ＆アナライズ

水の必要性、重要性を考えれば、その品質を監視するた
めの技術的ソリューションは、使いやすく、信頼できるもので、
十分な感度があり、きわめて正確なものでなければなりま
せん。実際、これらを特徴、利点としているのが、メトローム
プロセスアナリティクスの202X プロセスアナライザーです。

非常に使いやすく安全

電源、サンプルライン、試薬ラインを202X プロセスアナラ
イザーと接続するだけですぐに測定が可能です。また、電子
部品はすべてアナライザーのウェットパ－トから離れてい
るので、電子部品に触れることなく日常のお手入れおよび
点検が可能です。

水はすべての命の源であり、基礎となります。食品やエネル
ギーの源としても使われますし、溶剤や洗剤、冷却剤にも
なり、廃水の輸送や排出システムにも利用されます。水は
一度使用すると、肥料や農薬、薬品、重金属化合物、ボディ
ケア製品、合成製品で汚染されるので、排水の前に処理
をしなければなりません。

水の汚染には健康被害がつきまとうため、世界保健機関
（WHO）は水中に含まれる約200種類の物質について
許容限界値のガイドラインを発行しています。メトローム
プロセスアナリティクスはこうした公定法や規制の多くに
対応するため、自治体の下水・工業廃水の処理プラントで
利用できる、堅牢で信頼性の高い、高精度のプロセス
分析計を提供しています。
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優れた信頼性

202X プロセスアナライザーは、サンプルのバリデーション、
クリーニング、校正機能が標準装備されているので、ダウ
ンタイムと、人手の介入を大幅に削減できます。

優れた感度と正確さ

分析対象およびサンプルマトリックスによって、
202X プロセスアナライザーの測定範囲は超ごく微量　
のμg/L～mg/Lまで様 で々す。
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202X プロセスアナライザーは、幅広い物質およびパラメータに対応した
設定が容易に行え、信頼性の高い測定が行えます。

処理プロセスにおける分析計の
配置イメージ

流入廃水 スクリーニング

再利用向けに処理さ
れた排水

再利用のための三次処理

沈砂地

処理済み廃水

－ オルトリン酸塩
－ 全クロム
－ 六価クロム
－ 有毒金属
－ フェノール
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－ 塩化物イオン
－ 遊離塩素
－ 結合塩素
－ アンモニア
－ オルトリン酸塩

一次沈殿 曝気/
好気性生物処理

二次沈殿

膜分離塩素処理脱塩素処理

－ 硝酸/亜硝酸
－ アンモニア
－ pH
－ アルカリ度

－ オルトリン酸塩
－ 全クロム
－ 六価クロム
－ 有毒金属
－ フェノール
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プロセス分析
以外の用途 

硝化 - 脱窒素
WWTPにおいては、下水からの窒素の除去は水質汚染を最小
限に抑え、水域の富栄養化を避けるために重要なプロセスです。
廃水中の窒素は大半が有機窒素、アンモニウム、アンモニア、
硝酸塩の形で存在し、法令で定められた厳しい排水基準に
従って処理しなければなりません。 

硝化ならびに脱窒素はWWTPにおいて水中に存在するアンモ
ニウムを酸化して硝酸（NO2）に変え、続いて無害な窒素ガス（N2）
に変えるのに用いられるプロセスです。そして大気中に放出し
ます。こうした廃水中の窒素化合物をオンラインでモニタリング
していれば、栄養分調整が効率よく行え、プラントの運転コスト、
エネルギーコストが低減できます（アンモニアあるいは亜硝酸
レベルが高ければ、曝気が不十分なことがわかるなど）。窒素
ガスへの変換を完全に行うには、アンモニアおよび硝酸／亜硝
酸量のモニタリングが欠かせません。メトロームプロセスアナリ
ティクスには、低濃度のアンモニアを測定するための堅牢な2029 
アンモニアアナライザーと、流入水にで使える高濃度のアンモニア
測定用の2026 アンモニアアナライザーがあります。そのほか、2029 
硝酸／亜硝酸アナライザーもあり、こちらは硝酸／亜硝酸濃度が
規定値を超えないようにするための、きわめて使いやすい分析
ツールになっています。

生物学的処理でのアルカリ度
廃水処理プラント（WWTP）に流入してくる水の硬度は、その水
がどこから来たかによって大きく変わります。pHが変動すると、
好気性生物処理プロセス（バクテリア、リン、硝酸の除去など）に
おける正しいバランスや、健全なバクテリア環境の維持に大きく
影響することがあります。軟水域の水は、好気性消化中に生成
する酸の中和能力がはるかに低いため、pHが急激に低下して、
結果的にプラントの生産性も低下します。

このシナリオをコントロールするには、流入水のアルカリ度を
チェックし、好気性生物処理中もアルカリ度を監視しておくこと
が重要です。水のアルカリ度は、炭酸塩、重炭酸塩、水酸化物な
どの化合物が存在すると、水のpHが上昇し、それ以上のpHの
変化を抑えるバッファーとなります。

処理プロセスのpHをコントロールするのに、どれくらい化学物質
を添加すればよいか、正しい情報を掴むには、アルカリ度を分析
するしかありません。メトロームプロセスアナリティクスの2026 アル
カリ度アナライザーを用いれば、正しくアルカリ度の分析が行え
ます。

自治体の下水・工業廃水処理プラントでは、多数のパラ
メータを常時監視していなければなりません。これには、
たとえば、重金属のカドミウム、鉛、亜鉛、コバルトのほか、
硝酸塩、アンモニウム塩、リン酸塩、硫酸塩などのアニオン
が含まれます。メトロームプロセスアナリティクスでは各種
アナライザーを取り揃え、これらのアプリケーションに対応
しています。202X プロセスアナライザーは、幅広い物質
およびパラメータに対応した設定が容易に行え、信頼性
の高いオンラインモニタリングが行えます。
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流入水 - プラントの保護

メトロームプロセスアナリティクスには、自治体の下水・工業廃水
の処理プラントにおいて流入水の様 な々パラメータをオンライン
で測定できるアナライザーがあります。非常に近くで工業廃水が
排出されている場合、廃水処理プラントを保護するには、シアン
化物などのパラメータの監視が重要になってくることがあります。
工業排水が許容量を超える有毒金属を含んで排出されていな
いかどうかを確認するため、微量の有毒金属もまた監視する
必要があるかもしれません。

リン酸塩の除去
リンは非常に反応性が高いので、酸素と容易に結合してリン酸
塩（オルトリン酸o-PO4、ポリリン酸、有機リン酸）になります。水源
が富栄養化になると環境に悪影響を及ぼすため、水を扱う会社
は廃水中のリンの量を調整してから排水するよう法で定められ
ています。

欧州においては、欧州連合における指令により、リンの除去に
関して承認がますます厳しくなってきました。1991年のUrban 
Wastewater Treatment Directiveでは、大規模な事業所ある
いは水質管理の重要な水域へ水の排出を行う事業所に対して、
リンの排水許容限界2 mg/Lまでとしました。しかし、2000年
のWater Framework Directive（WFD）では、さらなる水質
改善と、すべての水域についての「良好な」状態実現を目標に、
通常0.5～1.0 mg/Lの排水許容限界が定められるようになりま
した。WFDが示す究極の「良好な」状態を達成するには、排水
許容限界は0.1 mg/L以下でなければならないと考えられてい
ます。

したがって、リン酸塩の除去は今後、WWTPにおいて大きな重要
課題になっていくでしょう。2029 リン酸アナライザーを用いれ
ば、濃度の高低にかかわらず、オルトリン酸および全リンのプロ
セスモニタリングを最も効率よく行うことが可能です。

その他のパラメータ

WWTPは、化学物質パラメータに関して、プラントごとにそれぞれ
独自の課題を抱えていることがよくあります。メトロームプロセス
アナリティクスのプロセス分析計でモニタリングできるその他の
パラメータには、硫酸、硫化物、塩素、COD、鉄、アルミニウムがあり
ます。

また、メトロームプロセスアナリティクスはサンプル前処理システム
も幅広く取り揃えており、アプリケーションがいかに特殊なもの
でも、組み合わせてお使いいただけます。
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